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企業理念

ニッカトーは、創造性に富んだ信頼される商品の提供
を通じて科学技術と産業の発展に寄与し、企業の成長
と発展を期し、親しまれる経営で社会に貢献する。
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中期経営計画について

– 当社の存在意義である、「独自素材の提供を通じて、脱炭素社会の実現に貢献する」べく、持続的に成長し、社会的課題の解決

に取り組み続けられる経営基盤の再構築期間と位置付け

– 2025年度を新たなスタートとして、中長期の持続的成長に繋げていくために中期経営計画「CONNECT 25」を策定

2018～20年度
第１次中期経営計画

2021～24年度
第２次中期経営計画

社内
課題

市場・顧客
課題

社会的
課題

製造設備
投資

人的・知的
資本投資

環境・省エネ
投資

【短期的な社内課題への取り組み】

生産効率の改善・製造能力の強化 等

「CONNECT 25」
持続的成長【GROWTH】に向けた経営基盤の再構築

達成に向けた3つの取組テーマ
【QUALITY】・【ENVIRONMENT】・【MANAGEMENT】

2025年度～

持続的成長【GROWTH】の継続・

脱炭素社会の実現に向けた

継続的な社会的価値創出

創業110年の歴史
積み上げてきた経営基盤・事業競争力

目指すべき経営基盤

持続的に成長し、社会的課題解決へ貢献していける、

経営基盤の再構築

• 成長し変化する市場・顧客ニーズに応えられる

製品開発体制

• 2050年の脱炭素社会の実現に向けて、環境負荷

軽減に繋がる技術開発

• 成長・取り組みを支え続ける次世代人材の育成、技

術・ノウハウの継承

目指すべき計数目標

• 売上高 100億円の達成

• 営業利益 10%水準の創出

• ROE 7%の達成・8%を目標

• 株価 1,300円台への到達

• 配当性向 35%水準の維持
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「CONNECT ２５」のコンセプト

– 経営基盤の再構築を、【QUALITY】・【ENVIRONMENT】・【MANAGEMENT】の3つの成長ドライバーをテーマに実施

– 当社と事業の持続的成長によって、脱炭素社会の実現・社会的課題の解決に貢献し、 時代に必要とされる“Reliable 

Company”を目指す

存在意義の確立

経済的価値・社会的価値の創出を通じた

自社の持続的成長【GROWTH】の達成と、

脱炭素社会実現への貢献

「CONNECT 25」における目標

持続的に成長し、社会的課題解決へ

貢献していけるだけの経営基盤の再構築

経営ビジョンの達成

“Reliable Company”

－時代に必要とされる企業だけが成長する－

【QUALITY】

市場ニーズに応える製品・
技術の追求

• これまで築いてきた競争優位性を元に、変化する市場ニー

ズに応えられる製品開発を推進

• 素材・性能・品質・コスト面において、さらなる付加価値向

上・差別化を追求

【ENVIRONMENT】

環境負荷軽減のための
技術開発

• 製品製造時の温室効果ガス削減・エネルギー利用減少を実

現する、製造プロセス改善を推進

• 当社の製品により、顧客の生産工程における環境負荷の軽

減に繋がる製品・技術開発を強化

【MANAGEMENT】

事業ポートフォリオの
再構築

• 全事業・製品を4つのステージ（重点・強化・再構築・再編）に

分類定義

• 市場ニーズに応えるべく、競争力のある重点・強化事業には

経営リソースを集中投下

再構築・再編事業は高付加価値化による収益性改善を図る

達成のための3つの成長ドライバー
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サスティナビリティ課題への取組方針
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計数目標及び進捗状況

– EV車・5G関連製品を始めとする成長産業での需要増加を確実に捉え、過去最高水準の売上高100億円を達成

– セラミックス製品の差別化・競争優位性の追求により収益性を改善、営業利益率10%超へ到達し、営業利益も過去最高益創出を図る

百万円
2020年度

実績
2021年度

実績
2022年度

実績
2023年度

実績
2024年度
修正前目標

2024年度
修正後目標

増減
2020年度比

売上高
(前期比）

8,655
9,979

（+1,324）
10,733
（+754）

10,239
（▲494）

11,100
（+400）

10,000
（0）

+1,345

営業利益
(%)

363
(4.2%)

972
（9.7%）

1,102
（10.3%）

918
（9.0%）

1,240
(11.2%)

700
(7.0%)

+337
(+2.8%)

経常利益
(%)

440
(5.1%)

1,028
（10.3%）

1,177
（11.0%）

992
（9.7％）

1,270
(11.4%)

750
(7.5%)

+310
(+2.4%)

当期純利益
(%)

275
(3.2%)

672
（6.7%）

835
（7.8%）

702
（6.9%）

900
(8.1%)

530
(5.3%)

+255
(+2.1%)

ROE 2.5% 5.8% 6.9% 5.5%
7%達成

（8%目標）
4.1%達成
（8%目標）

+1.6%

− 足元の経済状況を鑑み、中期経営計画における2024年度目標を下方修正しております。
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計数目標 ーセグメント別業績目標ー

百万円
2020年度

実績
2021年度

実績
2022年度

実績
2023年度

実績
2024年度
修正前目標

2024年度
修正後目標

増減

セラミックス事業

売上高 6,601 7,620 8,182 7,530 8,600 7,450 +849

営業利益
(%)

336
（5.1%）

892
(11.7%)

985
（12.0％）

721
(9.6%)

1,150
（13.4%）

530
（7.1%）

+194
（+2.0%）

エンジニアリング事業

売上高 2,053 2,358 2,551 2,710 2,500 2,550 +497

営業利益
(%)

27
(1.3%)

80
(3.4%)

117
（4.6％）

197
(7.3%)

90
（3.6%）

170
（6.7%）

+143
（+5.4%）

 セラミックス事業：

• 成長が見込まれる先端技術産業※の需要拡大に対応

し、製品付加価値向上を通じた収益性改善を推進

（※ EV車・5G関連部品に必須かつ、今後一層の需要増加が見込まれ

るMLCC（積層セラミックコンデンサ）や、EV車への搭載に向けて開発・

実用化が進められている全固体電池 等）

 エンジニアリング事業：

• これまで事業独立した動きとなっていた営業活動から、

セラミックス事業との一体営業・ニーズ発掘を推進し、

先端技術製品の研究開発におけるニーズ取り込みを強化
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2024年3月期2Q 2025年3月期2Q 対前年 対通期予算

実額 売上比 実額 売上比 増減額 増減率 予算 達成率

売上高 5,033,290 4,931,543 -101,747 -2.0% 10,000,000 49.3%

売上原価 3,815,951 75.8% 3,887,357 78.8% 71,405 1.9% 7,950,000 48.9%

販売費及び一般管理費 726,502 14.4% 675,738 13.7% -50,763 -7.0% 1,350,000 50.1%

営業利益 490,836 9.8% 368,447 7.5% -122,388 -24.9% 700,000 52.6%

経常利益 521,504 10.4% 407,259 8.3% -114,245 -21.9% 750,000 54.3%

当期純利益 363,121 7.2% 284,663 5.8% -78,458 -21.6% 530,000 53.7%

研究開発費 119,365 2.4% 117,935 2.4% -1,429 -1.2% - -

ＥＰＳ(円) 30.42 - 23.84 - -6.58 - - -

ＲＯＡ（％） 4.3 - 3.3 - -1.5 - - -

ＲＯＥ（％） 5.8 - 4.4 - -2.1 - - -

経営成績の概要
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（単位：千円）

※ROA・ROEの数値は第2四半期の実績数値を通期換算しております。
2025年3月期の予算を修正いたしております。詳しくは11月1日公表の「第２四半期（中間期）業績予想値と実績値との差異および通期業績予想
の修正に関するお知らせ」をご参照ください。



売上高・営業利益推移（四半期毎）
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（単位：千円）
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（単位：千円）

2023年9月期
営業利益

490,836

セラミックス事業
売上増減

▲92,338

セラミックス事業
売上原価増減
▲86,979

 セラミックス事業における主力の電子部品業界の市況低迷が続いており、製造効率の向上
に努めるものの原材料・エネルギー価格等物価高を吸収できず。エンジニアリング事業は
自動車・重機関連を中心に好調を維持するも全社的には24.9％減益の368,447千円と
なる。中国経済を含む世界的な停滞感は暫く続くものと想定し通期年度計画を修正してお
ります。

2024年9月期
営業利益

368,447

エンジニアリング事業
売上増減
▲9,409

販管費増減
+50,763エンジニアリング事業

売上原価増減
+15,574



情報通信
0.0% 一般電子部

品

19.2%

半導体
25.5%

バイオ
0.0%窯業

0.6%
化学
1.4%

鉄鋼
15.9%

環境・エネ
ルギー
11.2%

自動車・重
機

21.1%

機械・ベア
リング
0.0%

その他
5.1%

情報通信
0.0%

一般電子部品

54.9%

半導体
2.4%

バイオ
3.8%

窯業
1.8%

化学
10.5%

鉄鋼
3.0%

環境・エネルギー
3.3%

自動車・重機
1.9%

機械・ベアリング
1.7%

その他
16.7%

マーケット別構成比
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売上高
3,643,258千円

セラミックス事業

エンジニアリング事業

売上高
1,288,285千円

全 社

一般電子部品

46%

半導体
8%

化学
8%

自動車・重機
7%

鉄鋼
6%

その他
25%

セラミックス事業
74%

エンジニアリング事業
26%

売上高
4,931,543千円



セグメント別業績推移
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（単位：千円）

【セラミックス事業】 【エンジニアリング事業】
（単位：千円）
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セラミックス事業
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・社会活動の正常化や雇用・所得環境
の改善など緩やかな回復傾向ですが、
不安定な国際情勢によるエネルギー・
資源価格の高騰、人件費や物流費の上
昇に伴う物価上昇、金市場の変動影響
など先行き不透明感が続く。

・減収および受注減に伴う工場稼働率
の低下に加え物価高の影響により製造
原価が上昇。販売管理費の削減に努め
るも減収・減益となる。

・主力の電子部品業界は中国経済の停
滞感を受け在庫調整が続く。

（単位：千円）

133,369 229,039

2,591,970 2,517,699

917,998 799,913

92,257
96,605

23/9 24/9

機能性セラミックス 耐摩耗セラミックス 耐熱セラミックス 理化学用陶磁器他



エンジニアリング事業
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・売上は自動車・重機関連を中心に
昨年来堅調に推移。

・粗利益の改善が着実に効果を上げ
る。加えて利益率の高い加熱装置が
好調、利益額は順調に推移。

（単位：千円）

338,527
453,014

959,166 
835,270 

23/9 24/9

加熱装置 計測機器・同システム



貸借対照表
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・流動資産
現金預金 売掛債権の回収により増加

・固定資産
無形固定資産 減価償却により減少
投資その他 投資有価証券の評価減により減少

・流動負債
買掛債務 受注増加に伴う仕入先行により増加

・固定負債
長期借入金 長期借入金の返済により減少

・純資産
評価・差額等 投資有価証券評価減により減少

（単位：千円） 24/3末 24/9末 増減率 24/3末 24/9末 増減率

流動資産 10,083,474 10,218,485 1.3% 流動負債 3,300,519 3,509,356 6.3%

現金預金 3,384,604 3,694,526 9.2% 買掛債務 1,637,934 1,979,917 20.9%

売掛債権 3,758,286 3,421,781 △ 9.0% 短期借入金 614,392 614,392 0.0%

棚卸資産 2,915,073 3,077,820 5.6% その他 1,048,193 915,046 △ 12.7%

その他 25,510 24,357 △ 4.5% 固定負債 817,388 649,123 △ 20.6%

長期借入金 320,844 213,648 △ 33.4%

固定資産 7,107,242 6,998,249 △ 1.5% その他 496,544 435,475 △ 12.3%

有形固定資産 4,662,980 4,785,517 2.6% 純資産 13,072,807 13,058,254 △ 0.1%

無形固定資産 101,657 86,771 △ 14.6% 株主資本 12,245,201 12,379,643 1.1%

投資その他 2,342,604 2,125,961 △ 9.2% 評価・差額等 827,606 678,611 △ 18.0%

資産合計 17,190,716 17,216,735 0.2% 負債・純資産合計 17,190,716 17,216,735 0.2%



キャッシュフロー計算書
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・営業ＣＦ
その他
減収に伴う売上債権の減少
法人税等支払額の減少に伴う
増加

・投資ＣＦ
有形固定資産の取得
主にセラミックス事業生産設備
の新設および更新

・財務ＣＦ
配当金の支払額
配当金円13円⇒13円

（単位：千円） 23/9末 24/9末 増減金額

営業活動によるキャッシュ・フロー 354,762 1,092,531 737,769

税引前当期純利益 520,154 406,516 △ 113,638

減価償却費 289,182 311,847 22,665

棚卸資産の増減額 △ 183,882 △ 162,747 21,134

その他 △ 270,692 536,915 807,607

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 160,455 △ 518,218 △ 357,763

有形固定資産の取得 △ 158,876 △ 516,410 △ 357,534

その他 △ 1,579 △ 1,807 △ 228

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 269,117 △ 264,391 4,726

配当金の支払額 △ 154,897 △ 156,765 △ 1,868

その他 △ 114,219 △ 107,625 6,594

現金等の増減額 △ 74,809 309,921 384,731

現金等の期末残高 3,433,507 3,694,526 261,018
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2025年3月期2Q(予測） 2025年3月期2Q(実績） 対予測比 2025年3月期(予測） 対通期比

金額 売上比 金額 売上比 達成率 金額 売上比 進捗率

売上高 4,800,000 4,931,543 102.7% 10,000,000 49.3%

売上原価 3,660,000 76.3% 3,887,357 78.8% 106.2% 7,950,000 79.5% 48.9%

販売費及び一般管理費 690,000 14.4% 675,738 13.7% 97.9% 1,350,000 13.5% 50.1%

営業利益 450,000 9.4% 368,447 7.5% 81.9% 700,000 7.0% 52.6%

経常利益 480,000 10.0% 407,259 8.3% 84.8% 750,000 7.5% 54.3%

当期純利益 340,000 7.1% 284,663 5.8% 83.7% 530,000 5.3% 53.7%

2025年3月期業績予想
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（単位：千円）

※2025年3月期の予算を修正いたしております。詳しくは11月1日公表の「第２四半期（中間期）業績予想値と実績値との差異および通期業績予
想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。



企業データ①
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キャリア教育の補助教材への協賛

紙面はコチラ

当社は中学生向けのキャリア教育の補助教材として発行されております「中学生の
ためのお仕事ブック」の堺市版に協賛いたしました。

同誌は、堺市内の各中学校に配布されており中学生の生徒の皆さんに、自分の住む
地域ではどんな産業が盛んで、どんな業種があるのかを知ってもらうことで、将来
の職業観の醸成に役立ててもらえるものと思います。
紙面では、子どもたちがイメージしやすいスマートフォンや自動車に関連づけて当
社製品の役割や各部署の仕事内容を分かりやすく紹介しています。

また、小学生版の「小学生のた
めのお仕事ノート」の協賛に向
けて現在準備を行っております。

当社はこれからも地域に根差し
た社会貢献活動に取り組んでま
いります。



（注）本資料に記載いたしております業績予想数値は、現時点で入
手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分にリスクや不確
実な要素を含んでおります。実際の業績は、今後様々な要因によっ
て予想数値と異なる可能性があります。
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